
               意見陳述書  宮平 光一 
 
 私は旧勝連町字南風原で生まれ、旧具志川市で育ち、現在北中城村に住んでいます。                          

沖縄県は１９７３年に策定した「沖縄県土地利用基本計画」の中で「中城湾は、沖縄本島

で生物相が最も豊かな浅海域で、開発などの人為的な圧力が加われば、この内湾の自然環境

は壊滅的方向をたどり、沖縄本島中南部の生態系のバランスも崩壊してしまう。」と警告し

ています。 
ところが、沖縄市泡瀬、旧具志川市前原、豊原、川田の沿岸部は埋め立て・造成されてし

まいました。埋め立て以前の沿岸部はヒルギがはえ、その根元ではトントンミ－が跳ねたり、

根に登ったりしていました。遙かに干上がった浅瀬ではタイワンガサミ、ウデナガカクレダ

コ（シガヤ－）やアラスジケマンガイ（キ－ブヤ－）、などのカニ、タコや貝類がたくさん

獲れ、食卓に彩りを添えていました。今ではその光景が消え、干潟も消え、そこに生息して

いた多くの生き物たちも消えてしまいました。 
残されている泡瀬干潟は、環境省もラムサ－ル条約登録湿地の候補地に選定し、世界的に

も貴重で、重要な干潟です。沖縄県の自然環境の保全に関する指針でも評価ランクⅠ（自然

環境の厳正な保護を図る区域）に指定されています。 
それにも拘わらず、１９９８年に、国が中城湾港新港地区泊地・航路浚渫の土砂捨て場と

して、泡瀬干潟埋め立て事業に参入してから、事業が強行されています。 
２００１年度、高教組中部支部・教育研究集会の「公害と教育」分科会は「干潟に下り沖

合に行くにつれて礫・砂・海草藻場・リ－フと変化に富み、ウミガメやジュゴンの餌になる

大きな海草藻場もあることが泡瀬干潟の大きな特徴の一つです。その変化に富んだ環境は多

種多様な生物の生息域となって多くの生物をまかない、陸から流入する有機物（汚れ）は食

物連鎖を通して浄化され最終的には鳥や人間の食料となり陸に返され海は汚れない。目の前

に広がる泡瀬干潟の風景ひとつとっても大きな財産である」と調査報告しています。 
２００３年のバイオ甲子園でコザ高校３年生が「泡瀬干潟に生息するクロキバナガミズギ

ワゴミムシの生態」の調査研究で最優秀賞、２００５年の第２９回県高校総合文化祭科学部

門・第４５回県生徒科学賞作品展で球陽高校２年生が泡瀬干潟の貝類の分布と密度を調査し

た「沖縄県内の干潟の現状」が最優秀賞と読売新聞社賞に選定されています。 
 
いまでも、特に大潮の日には人々が干潟に下りて潮干狩りや自然観察会をしています。 
このように泡瀬干潟は人々の憩いの場、学びの場でもあり生活に密着した海です。 
２０１０年の生物多様性条約第１０回締約国会議で自然保護区の拡大を定めた「愛知タ－

ゲット」が採択されました。環境省は２０１２年２月に世界自然遺産の国内候補地にしてい

る「奄美・琉球諸島」をユネスコ暫定リストの早期掲載をめざす方針を決定しました。 
このように世界の流れは「自然と共生する」環境の時代に向かっています。泡瀬干潟の埋

め立てはこの流れに逆行するものです。 
生物多様性の宝庫泡瀬干潟を子々孫々に残して行くことを望み、議会基本条例を全国初に

制定し町民協働のまちづくりを進めている北海道栗山町の議会議長室に掲げられている言



葉「時代を読めない指導者は犯罪者に等しい」を結びに、私の意見陳述と致します。 


